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１

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
構
成
要
素
は
信
頼
・
規
範
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
つ
な
が
り
」
を
表
現
す
る
概
念

し
て
使
わ
れ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
」を
、日
本
語
で
は「
社

会
関
係
資
本
」と
訳
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
「
社
会
資
本
」
と
言
い
ま

す
と
、
道
路
や
橋
、
公
園
な
ど
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
を
指
す
場
合
が
多
い
の

で
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
も
社

会
関
係
資
本
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
星

の
王
子
様
』
の
中
で
、
キ
ツ
ネ
が

王
子
様
に
、
王
子
と
自
分
は
ま
だ

「
絆
」
を
結
ん
で
い
な
い
か
ら
、
王

子
様
に
と
っ
て
自
分
は
ほ
か
の
キ

ツ
ネ
と
区
別
が
つ
か
な
い
、
だ
か

ら
一
緒
に
遊
べ
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
言
う
。
そ
し
て
キ
ツ
ネ
は「
い

ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
目

に
見
え
な
い
」
と
言
う
わ
け
で
す

が
、
こ
の
「
目
に
見
え
な
い
」
も

の
を
扱
う
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
理
論
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、

非
常
に
幅
広
い
内
容
を
持
つ
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
研
究
者
は「
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
３
つ
を
大
き
な
要

素
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
信
頼
」
と
い
う
概
念
は
、
実
は

そ
れ
だ
け
で
大
き
な
研
究
分
野
で

す
。
例
え
ば
、
社
会
全
般
に
対
す

る
信
頼
で
あ
る
「
一
般
的
信
頼
」

と
仲
間
内
の
信
頼
で
あ
る
「
特
定

化
信
頼
」
に
区
分
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
経
済
学
者
や
社
会
学
者

は
「
好
意
を
返
し
て
く
れ
る
確
率

と
し
て
の
信
頼
」
と
い
う
捉
え
方

を
し
た
り
す
る
。

「
規
範
」
に
つ
い
て
は
、「
情
け

は
人
の
た
め
な
ら
ず
」、「
お
互
い

さ
ま
」、「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
な

ど
の
言
葉
が
表
す
「
互
酬
性
の
規

範
」
を
指
し
た
り
、
も
う
少
し
大

き
い
捉
え
方
と
し
て
、
社
会
共
通

の
価
値
観
と
し
て
の
社
会
規
範
を

指
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
人
や
組

織
の
間
の「
絆
」と
も
言
え
ま
す
が
、

「
結
束
型
（
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
と
橋

渡
し
型
（
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
）」
と
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
束

型
は
、
同
じ
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
地
縁
組
織
、
例
え
ば
消
防
団

や
自
治
会
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り

ま
す
。地
方
自
治
体
は
結
束
型
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
依
存
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
思
い
ま
す
。橋
渡
し
型
は
、

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
違
う
け
れ

ど
も
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
い
る

こ
と
で
つ
な
が
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
趣
味
の

ク
ラ
ブ
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
ま

す
。

２

公
共
財
、
ク
ラ
ブ
財
、
私
的

財
と
い
う
類
型

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
、

す
な
わ
ち
「
社
会
に
お
け
る
信
頼
・

規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
公

共
財
、
ク
ラ
ブ
財
、
私
的
財
の
３

つ
に
分
類
で
き
ま
す
（
表
１
）。

公
共
財
と
い
う
の
は
、
社
会
全

般
に
お
け
る
信
頼
・
規
範
の
こ
と

で
、
特
定
の
個
人
で
は
な
く
、
マ

ク
ロ
レ
ベ
ル
の
、
社
会
の
構
成
員

全
体
へ
の
信
頼
・
規
範
の
こ
と
で

す
。一
方
、私
的
財
と
い
っ
た
場
合
、

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
、
個
人
間
な
い

し
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
指

し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

先
生
方
が
お
話
を
さ
れ
る
よ
う
な
、

ビ
ジ
ネ
ス
が
う
ま
く
い
く
た
め
の

人
間
関
係
の
構
築
や
、
い
わ
ゆ
る

「
コ
ネ
」
と
い
う
の
も
の
な
ど
は
、

私
的
財
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
言
え
ま
す
。
そ
の

中
間
に
、ク
ラ
ブ
財
と
し
て
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
治

会
や
同
窓
会
な
ど
、特
定
の
グ
ル
ー

プ
内
に
お
け
る
信
頼
や
、
互
酬
性

を
伴
う
規
範
の
こ
と
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

議
論
す
る
時
に
は
、
ど
の
レ
ベ
ル

の
話
を
し
て
い
る
か
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
焦
点
を
当
て
る
研
究
者
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
個

人
財
と
し
て
議
論
し
、
規
範
や
信

頼
に
重
き
を
置
く
研
究
者
は
公
共

《1》 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
　
　
　
～
「
信
頼
の
絆
」
で
解
く
現
代
経
済
・
社
会
の
諸
課
題
～

特 集
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

公共財としての
ソーシャル・キャピタル

社会全般における
信頼・規範

クラブ財としての
ソーシャル・キャピタル

ある特定のグループ内
における信頼・規範

（含む互酬性）

私的財としての
ソーシャル・キャピタル

個人間ないしは
組織間のネットワーク

表１　ソーシャル・キャピタルの類型 プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

稲
葉　

陽
二

日
本
大
学
法
学
部
教
授
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財
や
ク
ラ
ブ
財
と
し
て
扱
う
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

３

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
計
測
方
法

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

計
測
方
法
は
あ
る
程
度
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
公
共
財
と

し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
に
つ
い
て
、「
世
界
価
値
観
調
査
」

な
ど
海
外
の
調
査
で
、「
た
い
て
い

の
人
は
信
頼
で
き
る
と
思
い
ま
す

か
、
そ
れ
と
も
、
用
心
す
る
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
い
う
問
い
が
含
ま
れ
る

場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
財
と
し
て
の
信
頼
・
規

範
に
つ
い
て
は
、
隣
近
所
へ
の
信

頼
、
家
族
へ
の
信
頼
、
親
戚
へ
の

信
頼
、
職
場
の
同
僚
へ
の
信
頼
、

友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
な
ど
が
、

ど
の
調
査
で
も
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
２
０

０
３
年
に
内
閣
府
に
よ
っ
て
こ
の

よ
う
な
内
容
の
調
査
が
初
め
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
８

年
に
私
が
日
本
総
研
と
実
施
し
た

も
の
が
あ
り
ま
す
し
（
注
１
）、
２

０
１
３
年
に
も
私
自
身
、
本
格
的

な
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

私
的
財
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
個
人

の
人
間
関
係
を
調
べ
る
た
め
に
、

「
個
人
的
な
問
題
を
誰
に
相
談
す
る

か
」
と
い
う
問
い
で
名
前
を
挙
げ

て
も
ら
う「
名
前
想
起
法
」や
、「
い

ざ
と
い
う
時
に
助
け
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
」
を
聞
くResource 

Generator

な
ど
の
調
査
法
が
あ
り

ま
す
。

４

都
道
府
県
別
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル

私
自
身
も
関
わ
っ
た
内
閣
府
や

日
本
総
研
に
よ
る
調
査
の
結
果
を

紹
介
し
ま
す
。
質
問
項
目
で
、「
信

頼
指
数
」と
し
て
、
一
般
的
信
頼
、

近
所
の
人
な
ど
対
象
を
特
定
し
た

信
頼
な
ど
を
聞
い
て
い
ま
す
。「
つ

き
あ
い
・
社
会
的
交
流
指
数
」、
つ

ま
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、

近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
、
友
人
・

知
人
、
親
戚
と
の
つ
き
あ
い
の
頻

度
や
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽

活
動
へ
の
参
加
状
況
。
そ
し
て
こ

れ
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
も

の
で
す
が
、「
社
会
参
加
指
数
」
と

し
て
、地
縁
的
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
参
加
の
状
況
を
聞

い
て
い
ま
す
。

統
合
指
数
を
出
し
て
都
道
府
県

別
に
見
る
と
、
大
都
市
圏
は
見
事

に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

神
奈
川
県
も
残
念
で
す
が
低
い
。

た
だ
し
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、

神
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
以
外
は
サ

ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
で
参
考
値

で
す
。

神
奈
川
県
に
つ
い
て
、
ど
う
い

う
項
目
が
低
い
の
か
を
見
る
と（
図

２
）、信
頼
指
数
の
関
係
で
は
、「
一

般
的
な
信
頼
」
が
低
く
、「
近
所
の

人
々
へ
の
信
頼
」
は
大
変
低
い
。

一
方
で
、「
家
族
へ
の
信
頼
」や「
友

人
・
知
人
へ
の
信
頼
」
は
全
国
平

均
と
比
べ
て
高
い
。「
親
戚
へ
の
信

頼
」
と
「
職
場
の
同
僚
へ
の
信
頼
」

は
低
く
な
っ
て
い
る
。
つ
き
あ
い
・

社
会
的
交
流
に
つ
い
て
は
、「
近
所

づ
き
あ
い
の
程
度
」
と
「
近
所
づ

き
あ
い
の
人
数
」が
大
変
低
い
。「
友

人
・
知
人
と
の
つ
き
あ
い
頻
度
」

と
「
職
場
の
同
僚
と
の
つ
き
あ
い

頻
度
」
は
高
い
。
社
会
参
加
に
つ

い
て
は
、「
地
縁
活
動
」
は
大
変
低

く
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活

動
」
は
ま
あ
ま
あ
で
す
が
、「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
」

は
低
い
。

一
つ
言
え
る
の
は
、
近
所
と
の

関
係
は
低
調
で
、
友
人
・
知
人
に

関
係
す
る
項
目
は
、
大
都
市
圏
共

通
し
て
、
平
均
よ
り
高
い
で
す
。

匿
名
性
が
都
市
の
魅
力
だ
と
す
れ

ば
、
匿
名
性
が
高
け
れ
ば
近
所
の

人
と
疎
遠
に
な
る
の
は
当
た
り
前

（
注
１
）社
会
関
係
資
本
に
関
す
る
調
査
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
と
し
て
内
閣
府
国
民
生
活
局
に

よ
る
２
０
０
３
年
調
査
、
内
閣
府
経
済
社
会

総
合
研
究
所
に
よ
る
２
０
０
５
年
調
査
、
株

式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
に
よ
る
２
０
０
７

年
調
査
、
稲
葉
・
日
本
総
研
に
よ
る
２
０
０

８
年
調
査
が
あ
る
。
ま
た
、
郵
送
法
調
査
と

し
て
は
、
２
０
０
３
年
内
閣
府
国
民
生
活
局

調
査
、
２
０
１
０
年
稲
葉
調
査
が
あ
る
。

図１　都道府県別ソーシャル・キャピタル統合指数
　　　（標準偏差値　全国平均＝０）

（データ）内閣府 2003 年、2005 年、日本総研 2007 年、稲葉・日本総研 2008 年調査より稲葉作成、n=10438、
ただし、東京、埼玉、千葉、神奈川、大阪、兵庫以外はサンプル数 500 に満たず参考値に過ぎない

図２　都道府県別ソーシャル・キャピタル統合指数
　　　神奈川県と全国平均の比較（全国平均＝０）

（データ）内閣府 2003 年、2005 年、日本総研 2007 年、稲葉・日本総研 2008 年調査より稲葉作成、N=949
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で
す
。
逆
に
言
う
と
、
匿
名
性
を

維
持
し
つ
つ
、
何
あ
っ
た
場
合
に

は
す
ぐ
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
や
、地
縁
活
動
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

５

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

を
め
ぐ
る
因
果
関
係

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に

関
係
す
る
要
素
間
が
、
ど
ん
な
因

果
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
ま

と
め
る
と
、（
図
３
）
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ま
ず
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
を
考
え
て

み
る
と
、
歴
史
的
・
文
化
的
背
景

と
い
う
も
の
が
社
会
構
造
や
経
済

的
平
等
に
対
し
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

レ
ベ
ル
で
は
、
住
民
の
構
成
や
市

民
活
動
、
住
民
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
、

つ
ま
り
居
住
年
数
や
、
通
勤
の
難

易
度
、
住
区
の
構
造
な
ど
が
関
係

し
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
に
は
ゲ
ー
テ
ッ
ド
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
う
、
宅
地
の
入
口
に
門

が
あ
り
門
番
が
い
て
、
人
が
自
由

に
出
入
り
で
き
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
閉
鎖
的
な
住
宅
地
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
住
区

構
造
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
に
と
っ
て
は
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル

で
は
、
遺
伝
、
歴
史
的
・
文
化
的

背
景
、社
会
構
造
と
か
技
術
水
準
、

経
済
力
な
ど
が
、
幼
年
期
の
家
族

と
の
交
わ
り
、
教
育
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

要
素
全
て
が
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
寄
与
・
関
係

し
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
経
済

活
動
、
防
犯
な
ど
地
域
社
会
の
安

定
、
福
祉
・
健
康
、
教
育
水
準
・

環
境
、
政
府
の
効
率
な
ど
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら

が
言
わ
ば
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
効
果
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
信
頼
・
規
範
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
と
ま
っ
た
も

の
は
ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の

も
の
で
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
自
体
が
大
き
な
価
値
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
議
論
を
す
る

研
究
者
も
い
ま
す
。

６

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
健
康

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
の
う
ち
、
特
に

「
健
康
」
に
つ
い
て
は
、
山
の
よ
う

に
研
究
が
あ
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

の
社
会
学
者
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
、

孤
立
し
て
い
る
人
ほ
ど
自
殺
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
『
自

殺
論
』
を
19
世
紀
末
に
出
版
し
ま

し
た
が
、今
で
は
社
会
疫
学（
注
２
）

と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
が
で
き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
結
婚
し
て
い

る
人
の
ほ
う
が
幸
福
か
つ
健
康
で

あ
り
、
特
に
男
性
の
場
合
、
配
偶

者
の
死
亡
直
後
の
本
人
の
死
亡
率

も
高
い
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま
す

し
、
心
の
病
に
つ
い
て
も
人
と
の

つ
な
が
り
が
少
な
い
こ
と
と
の
相

関
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
名
な
ロ
ゼ
ト
の
研
究
に
つ
い

て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。
ロ
ゼ
ト

と
い
う
の
は
、
南
イ
タ
リ
ア
の
山

あ
い
の
村
で
、
１
８
８
０
年
に
、

そ
の
村
の
人
た
ち
２
千
人
が
ア
メ

リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
に
移

民
し
て
同
名
の
ま
ち
を
作
り
ま
し

た
。
こ
こ
の
産
業
は
主
に
石
切
り

な
の
で
す
が
、こ
の
ロ
ゼ
ト
で
は
、

心
臓
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
大
変

低
か
っ
た
（
図
４
）。
住
民
千
人
当

た
り
の
心
臓
疾
患
に
よ
る
死
亡
率

を
見
る
と
、
周
辺
の
町
や
全
国
平

均
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
て
、「
ロ

ゼ
ト
の
奇
跡
」
と
ま
で
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
研
究
者
が
長
年
に
わ

た
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
、

調
査
し
た
結
果
、
濃
密
な
人
間
関

係
が
あ
り
、
お
互
い
の
助
け
合
い

に
対
す
る
信
頼
が
心
の

安
寧
を
与
え
て
い
て
ス

ト
レ
ス
が
少
な
い
こ

と
、
裕
福
な
人
が
富
を

誇
示
す
る
こ
と
が
な
く

一
体
感
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
原
因
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
１
９
７

０
年
代
に
な
っ
て
、
一

体
感
や
平
等
を
重
ん
じ

る
価
値
観
が
消
え
て
く

る
と
、
死
亡
率
は
上
昇

し
、
平
均
値
と
変
わ
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ソ
ー

（
注
２
）
社
会
疫
学

　
　
　
（S

ocial E
pidem

iology

）

健
康
の
社
会
的
決
定
因
子
を
マ
ク
ロ
レ
ベル

で
研
究
す
る
学
問
分
野
。

図４　ロゼト（ROSETO）は心臓疾患が少ない

（出所）『The	Roseto	Story』22頁

図３　ソーシャル・キャピタルをめぐる因果関係に関するハルパーンの仮説
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シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
住
民
の

健
康
に
影
響
を
与
え
た
例
と
し
て
、

１
９
９
５
年
の
熱
波
の
際
の
シ
カ

ゴ
を
紹
介
し
ま
す
。
北
ロ
ン
デ
ー

ル
と
南
ロ
ン
デ
ー
ル
と
い
う
２
つ

の
地
区
は
隣
接
し
て
い
て
、
と
も

に
シ
カ
ゴ
全
体
と
比
べ
て
高
齢
者

の
貧
困
者
数
が
高
い
地
域
で
す
が
、

北
ロ
ン
デ
ー
ル
の
方
は
車
で
走
っ

て
も
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
荒
れ
果
て
て

い
る
地
域
で
し
た
。
熱
波
の
時
の

人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数

を
見
て
み
る
と
、
北
ロ
ン
デ
ー
ル

が
40
人
な
の
に
対
し
て
、
南
ロ
ン

デ
ー
ル
が
４
人
と
、
わ
ず
か
10
分

の
１
で
し
た（
表
２
）。南
ロ
ン
デ
ー

ル
で
は
、「
あ
そ
こ
に
お
年
寄
り
が

い
る
は
ず
だ
か
ら
、
助
け
に
行
っ

て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
」、「
も
っ

と
涼
し
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
っ
て

行
っ
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
助
け
合
っ
た
の
に
対
し
て
、
北

ロ
ン
デ
ー
ル
で
は
放
っ
て
お
い
た
。

そ
の
違
い
が
死
亡
者
数
の
差
を
生

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
、
長
野
県
須
坂

市
で
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
連
す

る
要
素
と
し
て
、須
坂
市
は
ま
ず
、

現
在
全
国
で
実
施
し
て
い
る
保
健

補
導
員
制
度
の
発
祥
の
地
で
す
。

戦
時
中
の
一
保
健
師
の
活
動
が
広

が
り
、
１
９
５
８
年
に
制
度
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
任
期
は
２
年
で
毎

期
２
８
０
名
で
実
施
し
て
い
ま
す

か
ら
、人
口
５
万
人
の
市
で
す
が
、

保
健
補
導
員
経
験
者
は
６
，
０
０

０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
保
健
補

導
員
は
健
康
に
つ
い
て
学
び
、
家

族
や
近
隣
へ
の
普
及
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、「
助
け
合
い
起

こ
し
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
て
、

地
域
で
孤
立
し
か
け
て
い
る
人
な

ど
を
含
め
た
住
民
同
士
の
人
間
関

係
を
地
図
に
表
す「
助
け
合
い
マ
ッ

プ
」
を
市
内
の
全
地
区
で
作
成
し

た
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
助
け

合
い
起
こ
し
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
」
で
、
勇
気
を
出
し
て

助
け
を
求
め
た
人
に
「
助
け
ら
れ

大
賞
」
を
授
与
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
街
並
み
保
存
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

も
と
て
も
盛
ん
で
、20
年
に
わ
た
っ

て
存
続
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
強
い
つ

な
が
り
を
示
す
取
組
が
い
く
つ
も

あ
る
須
坂
市
は
、
ほ
と
ん
ど
の
項

目
で
全
国
調
査
を
上
回
っ
て
い
ま

す
（
表
３
）。
特
に
、
近
所
づ
き
あ

い
の
程
度
で
、「
何
か
あ
れ
ば
協
力

す
る
、
な
い
し
は
立
ち
話
程
度
す

る
」（
表
３
の
「
協
力
・
立
話
」）

程
度
の
つ
き
あ
い
が
あ
る
と
い
う

人
が
７
割
を
超
え
て
い
る
な
ど
、

近
所
の
人
々
と
の
相
互
の
信
頼
が

厚
い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
同
時
に
調
査
し
て
い
る「
抑

う
つ
度
」
は
、「
他
人
へ
の
信
頼
」

「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
と
頻
度
」

「
友
人
・
親
戚
・
同
僚
と
の
つ
き
あ

い
頻
度
」な
ど
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
構
成
要
素
す
べ
て
と
相

関
関
係
が
見
ら
れ
、
抑
う
つ
度
が

低
い
人
ほ
ど
一
般
的
信
頼
が
高
く
、

社
会
参
加
・
社
会
交
流
を
活
発
に

行
っ
て
い
ま
す
。

７

都
市
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
を
高
め
る

そ
れ
で
は
都
市
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
高
め
る
た
め
に
、

何
を
す
る
べ
き
か
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
の
格
差
を
是
正
す
る
所
得
再
分

配
策
や
教
育
の
充
実
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
あ
る
い
は
ま
ち
を
安
全

に
、
そ
し
て
き
れ
い
に
し
て
、
歩

い
て
楽
し
い
と
こ
ろ
を
作
る
。
ま

た
、匿
名
性
の
高
い
大
都
市
で
も
、

例
え
ば
防
災
や
集
合
住
宅
の
管
理

組
合
の
活
動
な
ど
、
ど
う
し
て
も

一
定
の
付
き
合
い
、

つ
な
が
り
が
求
め
ら

れ
る
テ
ー
マ
は
あ
る

の
で
、
本
当
に
必
要

な
こ
と
へ
の
協
力
を

求
め
る
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
の
信
頼
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育

て
て
い
く
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。
と

に
か
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
孤
立
し
た
人

を
つ
く
ら
な
い
よ
う

に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

す
る
こ
と
で
す
。 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
は
特
効
薬
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

つ
な
が
り
を
持
続
さ

せ
る
こ
と
も
簡
単
で

は
な
い
で
す
が
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
を
高
め
る
政

策
を
実
施
す
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

複
合
的
な
効
果
が
必

ず
得
ら
れ
る
は
ず
で

す
。

（
本
稿
は
平
成
24
年

11
月
20
日
に
横
浜
市

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
講
演
を
基
に

編
集
部
が
構
成
し
ま

し
た
。）

表２　シカゴ熱波の死亡率等

　 北
ロンデール

南
ロンデール シカゴ

高齢者の
貧困率（％） 26 22 16

高齢者の
１人暮らし率（％） 24 31 32

熱波による
死亡率

（10万人当たり）
40 4 7

（出所）Eric	Klinenberg『Heat	Wave	A	Social	Autopsy	of	Disaster	in	

Chicago』University	of	Chicago	Press

表３　須坂市調査と全国調査との比較
類型 一般的な信頼 相互信頼・相互扶助 つきあい 社会参加

設問 一般的な
信頼

旅先での
信頼

近所の
人々への
信頼

家族へ
の信頼

親戚へ
の信頼

友人・知
人への
信頼

職場の
同僚へ
の信頼

近所づき
あいの程
度

近所づき
あいの人
数

友人・知
人とのつ
きあい頻
度

親戚との
つきあい
頻度

職場の
同僚との
つきあい
頻度

地縁活動
スポーツ・
趣味・
娯楽活動

ボランティア・
ＮＰＯ・
市民活動

サンプル
数

ほとんど
信頼でき
る

ほとんど
信頼でき
る

ほとんど
信頼でき
る

頼りにな
る

頼りにな
る

頼りにな
る

頼りにな
る

協力・立
話

かなり多
くと面識

日常的・
頻繁

日常的・
頻繁

日常的・
頻繁

参加して
いる

参加して
いる

参加して
いる

須坂市
(2008年） 601 33.8% 22.0% 48.4% 88.7% 71.9% 68.7% 31.9% 72.7% 72.4% 54.1% 39.6% 20.5% 53.2% 46.9% 27.3%

全国
（2008年） 3,000 31.3% 25.5% 31.0% 83.0% 54.4% 64.9% 29.7% 47.1% 53.3% 43.2% 22.6% 20.2% 39.7% 23.7% 13.0%

全国
（2007年） 3,000 − − − − − − − 42.3% 45.3% 40.5% 22.5% 22.0% 36.3% 22.4% 9.0%

全国
（2005年） 2,977 16.0% − 25.1% 84.8% 50.0% 68.6% − 37.0% 48.0% 40.7% 21.5% − 20.7% 24.4% 12.5%

全国
（2003年） 2,000 22.6% 17.2% 25.9% 80.6% 49.5% 65.8% 29.2% 44.2% 48.8% 46.0% 19.6% 17.7% 14.8% 30.4% 8.9%

（出所）内閣府（2003、2005）、日本総研（2007）、稲葉・日本総研（2008）、稲葉2008年須坂市調査


